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各セグメントの事業構成（２００５年度～）
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・エレクトロニクス材の一部が調整に入っているものの、自動車関連を

　中心とした旺盛な需要により、売上高、営業利益、経常利益とも
　好調を維持

・営業利益の改善と営業外収支の改善により、経常利益は前年同期比
　１４億円増加。減損会計の適用損失１５億円を特別損失に計上
　したことにより、当期純利益は前年同期比で１７億円減少

・中国元の切り上げによる世界経済への影響や原材料価格高騰など
　不確定な要素があるため、現在の状況では中間期・通期見込は

　変更せず

業績全般

２００５年度第１四半期連結業績
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本資料に掲載されている情報のうち業績予想、事業計画および配当予想等の歴史的事実以外のものは、各資料の作成時
点において、予想を行うために合理的であると判断した一定の前提および仮定に基づいており、内在する仮定および状況の
変化等により、実際の業績と異なる可能性があります。その要因となるもの主なものは次のとおりです。
　・主要市場（特に日本、米国、アジア、欧州）における経済状況および各種規制
　・急激な技術変化
　・競争優位性および新技術・新製品の開発・事業化を実現する当社および子会社の能力
　・製品市場、製品市況の変動
　・為替相場の変動
　・国際商品市況の変動
　・資金調達環境
　・製品需給、製品市況、為替相場および国際商品市況等の変動に対応する当社および子会社の能力
　・自社特許の保護および他社特許の利用の確保
　・製品開発等における他社との提携関係
　・日本の株式相場の変動


